
積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
の
環
境
経
営
と
、

環
境
貢
献
製
品
に
よ
る
公
園
施
設
の

長
寿
命
化
・

L
C
C低
減
の
取
り
組
み

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

C
S
R
推
進
部
環
境
経
営
グ
ル
ー
プ

能

勢

泰

祐

環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

公
共
イ
ン
フ
ラ
事
業
部

は
じ
め
に

積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
は
、
際
立
つ
技

術
と
品
質
に
よ
り
、
「
住
・
社
会
の
イ
ン

フ
ラ
創
造
」
と

「
ケ
ミ
カ
ル
ソ
リ
ュ

l

シ
ョ
ン
」
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し

続
け
、
人
々
の
く
ら
し
と
地
球
環
境
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
当
社
の
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

当
社
の
高
耐
食
性
製
品
で
あ
る
軽
量
耐

食
構
造
材

「
エ
ス
ロ
ン
ネ
オ
ラ
ン
パ

l

F
F
U
」
お
よ
び
人
工
木
材

「
ア
シ

エ

ラ
ウ
ッ
ド
」
等
を
活
用
し
た
自
然
公
園

施
設
に
お
け
る
長
寿
命
化
（
L
C
C
低

石

島

勇

治

減
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

環
境
経
営
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

当
社
は
、
事
業
活
動
が
自
然
資
本

（
自
然
の
恵
み
）
に
依
存
し
、
数
多
く

の
恵
み
を
受
け
、
ま
た
生
態
系
へ
の
負

荷
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
二

O
一
三
年
度
に

「
S
E
K
I
S
U
I
環

境
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
二
O
三
O
」

を
策
定
、
目
指
す
姿
を
。
生
物
多
様
性

が
保
全
さ
れ
た
地
球
。
と
し
た
（
図
1
）。

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

ク
自
然
資
本
。
を
利
用
し
て
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
高
い

環
境
活
動
推
進
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

自黙資本の利府

生物多様性が
保全された地球 自然資本へのリターンに貢献

で
次
の

「三
つ
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
」

を
推
進
し
、
自
然
資
本
へ
の
リ
タ
ー
ン

に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
つ
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

①
環
境
貢
献
製
品
の
市
場
拡
大
と
創
出

環
境
貢
献
製
品
（
図
2
）
と
は
、
高

い
レ
ベ
ル
の
環
境
貢
献
効
果
を
有
し
、

か
つ
お
客
様
の
使
用
段
階
に
お
い
て
、
そ

の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
製
品
で
あ
り
、
社
内
認
定
制
度
に
よ

り
登
録
し
て
い
る
。
当
社
の
環
境
貢
献

製
品
の
売
上
高
比
率
は
二
O
一
四
年
度 SEKISUI環境サステナブルビジョン2030図1

末
で
四
四
・
五
%
に
達
し
、
二
O
二
ハ
年

度
に
は
五
O
%
以
上
を
目
指
し
て
い
る
。

製
品
例
と
し
て
は
、
軽
量
耐
食
構
造

材
（
エ
ス
ロ
ン
ネ
オ
ラ
ン
バ

l
F
F
U
）

の
活
用
に
よ
る

「施
設
・
建
物
の
長
寿

命
化
」
や、

「
廃
棄
物
（
石
炭
灰
H

フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ユ
）
を
原
料
と
し
て
再
利

用
」
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
（
ア
シ
ェ
ラ

ウ
ッ
ド
一

エ
コ
マ

l
ク
認
定
製
品
）
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
搭
載
住
宅
や
自

動
車
用
遮
熱
・
遮
音
中
間
膜
な
ど
の

「
C
0
2発
生
を
低
減
」
す
る
製
品
、
な

ど
で
あ
る
。

特
に
、
耐
食
性
に
優
れ
た
人
工
木
系 当社の環境貢献製品の概念
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火力発電所から発生する石炭灰（フライ

アッシュ）と一般家庭から発生するレジ袋

やプラスチック容器芯ど未利用資源をリサ

イクルして使用しています。表面に高耐候

木粉充填樹脂を使用し、木の質感、感触を

再現。ウッドデッキ芯どに使用します。

f1be1 
re111torceo 

foamed 

U rethane 

製
品

（図
3
）
は、

従
来
、
天
然
木
材

の
み
が
使
用
さ
れ
、

腐
朽
・
腐
食
に
よ

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
安
全
面
で
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
自
然
公
園
内
の
歩
廊
や
吊
り
橋
等

へ
適
材
適
所
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

廃
棄
物
の
削
減
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ

ス
ト

（L
C
C
）
の
低
減
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
自
然
公
園
内
で
試
験
的
に
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例

（図

4
）

も
あ
る
。

従
来
か
ら
の
こ
う
し
た
当
社
の
取
り

組
み
も
踏
ま
え
て
、

「
自
然
公
園
等
施

設
技
術
指
針
」（
平
成
二
五
年
六
月
）
の

「第
二
部
一
共
通
事
項
／
第
三
章
一
施
設

の
長
寿
命
化
」
に
は
、
上
述
の
当
社
製

品
を
含
む

「人
工
材
料
に
よ
る
長
寿
命

化
」
へ
の
取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
技
術
指
針
に
沿
っ
た

L
C
C
低
減
の
提
案
を
、
当
社
と
し
て

注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

廃棄物・ LCC削減に貢献する人工木系製品

(FFU・アシェラ）

h

冊
境
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
、

及
、
仇
事
業
所
が
保
有
す
る
緑
地
に
生
物
の
生

正
烹

た

一
ケ
息
空
間
や
地
域
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

醐
の
形
成
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る

／／

酬
と
考
え
、

「
い
き
も
の
共
生
事
業
所
＠

凋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
一

般
社
団
法
人
企

服

警
一
木
と
生
物
多
様
性
イ

ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
が

ユ

刊
作
成
）
を
参
考
に
、
新
た
に
事
業
所
内

邑

F

「

囲
内
…
の
緑
地
の
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

咽
赫
図

5
は
、
千
葉
積
水
工
業
株
式
会
社
が

岬

取
り
組
ん
で
い
る
ク
潤
い
の
森
ψ

プ
ロ

’

A『

J

図
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、

「
人
と
生
き
物
を
育
む
森
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
、
全
社
員
で
森
の
再

生
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

キ
ン
ラ
ン
や
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
の
貴
重
種

を
含
め
里

駅
サ什
7
X
4
4
J

・

山
で
見
る

こ
と
が
で

き
る
生
態

系
が
復
活

し
つ
つ
あ

る。

q
u
 
図

．
ト

i

h

②
環
境
負
荷
の
低
減

気
候
変
動
へ
の
対
応
や
資
源
の
有
効

活
用
を
目
的
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
お
よ
び
廃
棄

物
の
削
減
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
国
内
生
産
時
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
で
は
、
設

備
投
資
を
促
す
環
境
投
資
促
進
策
制
度

や
生
産
改
善
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス

ト
を
削
減
す
る
た
め
の

E
C
O
lJ
I

T
活
動
を
実
施
し
、

二
O
O
七
年
度
か

ら
の
六
年
間
で
約
五
万
ト
ン
ー
C
0
3

二
O
O七
年
度
比
で

三

了

六
%
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
た
。

③
自
然
環
境
の
保
全

積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、

一
九
九

七
年
度
か
ら
自
然
保
護
活
動
な
ど
の
環

四

最
後
に

現
在
、
地
球
温
暖
化
、
資
源
の
枯
渇

や
生
物
の
絶
滅
な
ど
地
球
規
模
で
環
境

の
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

原
因
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
活
動
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
は
我
々

一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
あ
る
。
積
水
化

学
グ
ル
ー
プ
は
、
社
員

一
人
ひ
と
り
が

環
境
に
つ
い
て
考
え
、

一
人
ひ
と
り
が

環
境
活
動
推
進
力
の
高
い
人
材
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
で
、
事
業
活
動
の
基
盤
で

あ
る
ク
生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ
た
地

球
。
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

能
勢
泰
祐
．
の
せ
た
い
す
け

担
当
課
長
。
博
士
（
工
学
）
。
二
級
ビ
オ
ト

l
プ
施
工
管
理
士
。
現
在
、
主
に
生
物
多
様

性
保
全
の
企
画
・
運
営
を
担
当
。

“潤いの森”の様子

石
島
勇
治
・
い
し
じ
ま
ゅ
う
じ

担
当
部
長
。
二
級
建
築
士
。
現
在
、
土
木
・

景
観
分
野
の
耐
食
材
料
に
関
す
る
事
業
企

画

・
運
営
を
担
当
。
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〈
会
社
概
要
〉

建
築
や
公
共
分
野
な
ど
で
安
全
・
快
適
な
ラ

イ
ア
ラ
イ
ン
や
水
環
境
づ
く
り
に
貢
献
す
る

環
境
・
ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
や
車
両
・
輸
送
分
野
な
ど
に

高
機
能
材
料
を
提
供
す
る
高
機
能
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
、
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム

分
野
な
ど
で
安
心
・
快
適
な
住
ま
い
を
提
供

す
る
住
宅
カ
ン
パ

ニ
ー
よ
り
な
る
。
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